
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
／
小
水
力
・
地
熱
・
バ
イ
オ
マ
ス

　
太
陽
光
、
風
力
、
地
熱
、
小
水
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
用
い
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
、
環
境
関
連
産
業
振
興
な
ど
の
観
点
か
ら
注
目
さ
れ
て
い

る
。
７
月
１
日
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
発
電
し
た
電
気
の
全
て
を
、
一
定
の
価
格
・
期
間
で
電
力
会
社

に
買
い
取
り
を
義
務
づ
け
る
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
こ
れ
に

合
わ
せ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
を
事
業
と
し
て
実
施
す
る
関
係
者
の
動
き
が
活
発
化
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
ま
ず
小
水
力
や
地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
開
発
、
普
及
動
向
な
ど
を
追
っ
た
。

「固定価格買い取り制度」７月開始

バ
イ
オ
マ
ス

普
及
へ
動
き
活
発
化
価
格
・
期
間
に
注
目
自
治
体
・
事
業
者

小
水
力
・
地
熱

政府の取り組み

木
質
が
れ
き
で
発
電
燃
料
・
熱
利
用
に
も
期
待

実証事業で導入促進小水力掘削調査に補助地熱

国立・国定公園内における地熱開発の見直しなどが話し合われた
２月 日の「第５回地熱発電事業に係る自然環境影響検討会」

全国小水力利用推進協議会が１月に行った
小水力発電技術研修会（群馬県高崎市で）

推進団体が提言・方針「費用算定」「調査地域拡大」など

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 ２月２９日 水曜日 　　

▲　
被
災
地
で
の
木
質
系
災
害
廃

　
棄
物
を
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
に

　
活
用

宮
城
県
石
巻
市
の
災

　
害
廃
棄
物
置
き
場

　
政
府
は
小
水

力
発
電
の
導
入

促
進
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
拡
大
を
狙
っ

て
、

年
度
予

算
案
に
小
水
力

発
電
導
入
促
進

モ
デ
ル
事
業
を

新
た
に
盛
り
込

ん
だ
。
小
水
力

発
電
の
課
題
で

あ
る
高
コ
ス
ト
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
安
価

な
小
型
の
水
力
発

電
設
備
が
必
要
と

な
る
。
そ
の
た
め

小
水
力
発
電
設
備

メ
ー
カ
ー
や
発
電

事
業
者
、
自
治
体

な
ど
が
共
同
で
、

試
験
設
備
を
用
い

て
実
証
事
業
を
行

い
、
低
コ
ス
ト
化

を
目
指
す
。

　
ま
た
、
地
熱
発

電
を
推
進
す
る
た

め
、

年
度
予
算

案
に
地
熱
資
源
開

発
調
査
事
業
や
、

自
然
共
生
型
地
熱

開
発
の
た
め
の
掘
削
補
助
事

業
を
新
規
で
盛
り
込
ん
だ
。

　
地
熱
資
源
開
発
調
査
事
業

は
有
望
な
地
熱
開
発
地
点
で

地
熱
資
源
量
を
確
認
す
る
た

め
の
初
期
調
査
と
、
浅
い
地

中
の
温
度
や
岩
石
試
料
の
調

査
な
ど
を
支
援
す
る
掘
削
調

査
に
つ
い
て
補
助
す
る
。

　
行
政
刷
新
会
議
の
規
制
・

制
度
改
革
を
受
け
て
、
現

在
、
国
立
公
園
に
関
す
る
過

去
の
通
知
の
見
直
し
や
国
立

公
園
内
へ
の
傾
斜
掘
削
を
個

別
に
判
断
す
る
際
の
考
え
方

の
明
確
化
、
温
泉
法
に
お
け

る
掘
削
許
可
の
判
断
基
準
の

考
え
た
方
を
示
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
に
向
け
た

検
討
な
ど
が
進
ん

で
い
る
。

　
自
然
共
生
型
地

熱
開
発
の
た
め
の

掘
削
補
助
事
業

は
、
こ
う
し
た
動

向
を
踏
ま
え
て
、

景
観
や
温
泉
な
ど

の
自
然
環
境
に
配

慮
し
た
地
熱
発
電

を
導
入
す
る
た
め

に
、
地
域
の
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

利
害
関
係
者

と
の
緊
密
な
情
報

・
意
見
交
換
を
行
う
場
を
創

設
し
つ
つ
、
井
戸
の
掘
削
を

行
う
民
間
事
業
者
に
対
し
て

補
助
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　
小
水
力
利
用
の
調
査
研
究

や
普
及
啓
発
活
動
な
ど
を
展

開
し
て
い
る
「
全
国
小
水
力

利
用
推
進
協
議
会

Ｊ
―
Ｗ

ａ
ｔ
Ｅ
Ｒ

」
は
、
１
月
に

小
水
力
発
電
の
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
の
買
い
取
り
条

件
に
つ
い
て
、
過
去
に
調
査

さ
れ
た
が
実
現
で
き
な
か
っ

た
発
電
所
を
基
準
に
定
め
る

べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
表
明

を
行
っ
た
。
小
水
力
発
電
の

中
で
も
、
特
に
１
０
０
０

以
下
の
場
合
、
建
設
件
数

が
年
間
数
カ
所
か
ら
十
数
カ

所
程
度
と
極
め
て
少
な
く
、

建
設
の
諸
費
用
が
下
が
り
に

く
い
。
こ
の
た
め
諸
費
用
の

算
定
に
、
直
近
の
過
去
の
事

例
デ
ー
タ
を
用
い
る
手
法
を

使
う
と
普
及
が
進
ま
な
い
と

予
想
。
そ
こ
で
１
０
０
０

以
下
の
小
水
力
発
電
の
普

及
を
加
速
す
る
た
め
に
は
、

事
業
化
可
能
性
調
査
な
ど
を

行
っ
た
が
経
済
的
理
由
か
ら

実
現
で
き
な
か
っ
た
発
電
所

の
諸
費
用

推
計
額

を
基

に
買
い
取
り
条
件
を
定
め
る

こ
と
を
提
言
し
た
。

　
日
本
の
地
熱
開
発
事
業
者

で
組
織
す
る
「
日
本
地
熱
開

発
企
業
協
議
会
」
は
、

年

９
月
に
東
北
６
県
の
６
地
域

地
区
で
約

万

の
新

規
地
熱
発
電
出
力
が
あ
る
と

の
推
定
結
果
を
発
表
し
た
。

６
地
域

地
区
は
自
然
公
園

の
外
と
内
に
ま
た
が
る
。
自

然
公
園
の
第
２
種
・
第
３
種

特
別
地
域
内
に
分
布
す
る
地

熱
開
発
可
能
量
が
約

万

で
、
自
然
公
園
の
外
に
分

布
す
る
量
が
約

万

と

の
結
論
を
得
た
。

　
日
本
地
熱
開
発
企
業
協
議

会
は
今
回
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
の
観
点
か
ら
、

同
協
議
会
会
員
企
業
と
地
熱

開
発
に
関
わ
る

社
の
持
つ

デ
ー
タ
を
集
め
、
地
熱
開
発

に
向
け
た
共
同
検
討
を
実
施

し
た
。

年
度
以
降
は
東
北

以
外
の
本
州
や
、
北
海
道
な

ど
に
検
討
対
象
地
域
を
広
げ

る
方
針
だ
。

　
今
、
世
界
規
模
で
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に

利
用
し
よ
う
と
す
る
動
き
が

活
発
化
し
て
い
る
。
日
本
で

は
積
極
利
用
に
向
け
た
新
た

な
法
律
が
誕
生
し
た
。
第
１

７
７
通
常
国
会
で
２
０
１
１

年
８
月

日
に
成
立
し
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
法
だ
。

　
こ
の
法
律
は
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
源

太
陽
光
、
風

力
、
水
力

３
万

未
満

の
発
電
、
地
熱
、
バ
イ
オ
マ

ス

で
発
電
し
た
電
気
の
全

て
を
、
一
定
の
価
格
・
期
間

で
電
力
会
社
に
買
い
取
り
を

義
務
づ
け
る
「
固
定
価
格
買

い
取
り
制
度
」
を
導
入
す
る

た
め
の
も
の
。
第
三
者
委
員

会
の
意
見
に
基
づ
き
、
買
い

取
り
価
格
や
買
い
取
り
期
間

を
決
定
し
、
今
年
７
月
１
日

に
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
を
事
業
と
し
て
実

施
す
る
関
係
者
は
、
買
い
取

り
の
価
格
・
期
間
な
ど
に
注

目
し
て
い
る
。

　
風
力
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

に
取
り
組
む
全
国
の
自
治
体

な
ど
が
加
盟
す
る
「
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
団
体
連

絡
協
議
会
」
は
、
１
月
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
い
取
り
制
度
に
関
す
る

共
同
声
明
を
発
表
し
た
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

利
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、

適
切
な
買
い
取
り
価
格
、
買

い
取
り
期
間
を
設
定
す
る
こ

と
を
要
望
し
た
。
加
え
て
す

で
に
風
車
や
バ
イ
オ
マ
ス
プ

ラ
ン
ト
を
設
置
し
て
い
る
自

治
体
や
事
業
者
が
不
利
に
な

ら
ぬ
よ
う
、
公
平
性
に
配
慮

す
る
こ
と
を
求
め
た
。

　
動
・
植
物
な
ど
か
ら
生
ま

れ
た
生
物
資
源
で
あ
る
バ
イ

オ
マ
ス
は
、
主
要
な
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
一
つ
と
し

て
利
用
拡
大
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
バ
イ
オ
マ
ス
は
変
換

技
術
に
よ
っ
て
燃
料
や
、
発

電
、
熱
利
用
の
分
野
で
使
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
は
パ

ー
ム
油
を
搾
っ
た
後
に
残
る

ヤ
シ
の
種
の
殻
を
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
か
ら
輸
入
し
て
細

か
く
砕
き
、
微
粉
炭
を
燃
料

に
使
う
微
粉
炭
火
力
発
電
所

向
け
に
供
給
す
る
こ
と
が
研

究
さ
れ
て
い
る
。
二
酸
化
炭

素
排
出
量
の
削
減
を
目
指
す

微
粉
炭
火
力
発
電
所
の
需
要

を
見
込
ん
で
い
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
で
は
木

く
ず
や
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾

り
か
す
、
も
み
殻
、
畜
ふ
ん

な
ど
を
燃
や
す
際
の
熱
を
利

用
し
て
電
気
を
起
こ
し
て
い

る
。
国
内
で
発
生
し
た
林
地

残
材
や
建
築
廃
材
な
ど
を
破

砕
し
て
チ
ッ
プ
状
に
し
た
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
発
電

設
備
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地

の
木
質
資
源
を
有
効
利
用

し
、
震
災
復
興
に
貢
献
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
被
災

地
か
ら
の
倒
木
、
家
屋
材
の

木
質
チ
ッ
プ
を
受
け
入
れ
、

電
力
供
給
に
貢
献
し
て
い

る
。

　
林
野
庁
は
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
で
木
質
系
災
害
廃

棄
物
を
活
用
す
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
の
整
備
を

支
援
す
る
。

年
度
第
３
次

補
正
予
算
で
関
連
費
用
を
盛

り
込
ん
だ
。
震
災
が
れ
き
を

有
効
利
用
す
る
と
と
も
に
、

未
利
用
間
伐
材
を
あ
て
る
こ

と
で
林
業
活
性
化
、
雇
用
確

保
に
つ
な
げ
る
。
林
野
庁
に

よ
る
と
、
被
災
し
た
青
森
、

岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
４
県

で
が
れ
き
や
間
伐
材
な
ど
の

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
使
っ
た

発
電
施
設

件
の
建
設
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
県
議
会
の

承
認
を
得
た
事
業
者
が
補
助

を
受
け
て
、
発
電
施
設
の
建

設
に
入
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　
さ
ら
に
全
国
で
は
７
月
の

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
開

始
に
合
わ
せ
て
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
施
設
を
建
設
し

よ
う
と
す
る
案
件
数
が
二
桁

に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。


